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中学生の衣生活・独自性・生活満足度に関する実態分析

Ⅰ． 緒　言
中学校の学習指導要ᬻにɛるとǾ੫ᚓ・家࣍科のࠚ修

内߁の一つȺある「衣ఏのᤣとਖ਼оɟ」ȺɂǾ衣ఏと

社会生活とのかかɢりを理ᜓし目的に応ȫた着ႊɗρ性

を生かす着ႊを܁ࡾȺきるɛうになることǾ衣ఏの႕

的な活ႊの॒要性を理ᜓし適ҒなᤣがȺきるɛうにな

ることǾ衣ఏのయ୳ɗ状態に応ȫた日ࢠ着のਖ਼оɟがȺ

きるɛうになることが学習のɀらいとȨɟているǿ

この「衣ఏのᤣとਖ਼оɟ」の学習におけるǾ小学校

家࣍科の教科書と中学校੫ᚓ・家࣍科の教科書をてみ

るとǾ衣ఏの着方の܁ࡾに関してǾ小学校Ⱥɂ保ϧᚖ生

上の着方と生活活動上の着方に点をᏚいて考えȨȮる

がǾ中学校Ⱥɂ社会生活上のൡ能を中॑に理ᜓしǾ・

場・場合に応ȫた衣ఏの着ႊɗρ性を生かす着ႊのࡾ

がȺきるɛうにすることを目指していることが読み܁

ɟるǿ 

小学生から中学生ɑȺの子どもɂǾ発ᤎ段階にɛȶて

衣ఏの着ႊに対する意識も۾きく۰ɢȶていくǿ特に近

Ǿ۹くの中学生がȰɟȱɟのフɫッションを装うɛうࢳ

になȶたɛうに感ȫるǿʐレビɗフɫッション᫆ᝒǾ新

しい情報ʎール（SNS）等のȨɑȩɑなʫʑィアにɛりǾ

۹方面からフɫッションが発αȨɟているǿȰして中学

生ɂǾ自分の感性にこだɢりをもȴǾٍ֚の人からどう

らɟるかということを端ににするɛうにもなる

ఙȺあるǿ 

新しい情報ʎール（SNS）ɂスʨートフɳン（2004 Ǿ（ࢳ

Ô÷éôôåò（2008 ࢳ 4 ఌ日本語版開始）ǾÌINÅ（2011 ࢳ ¶

ఌ開始）ǾIîóôáçòáí（2014 ࢳ 2 ఌ日本語版開ᜫ）など

があるǿ

中学生の衣生活に関するこɟɑȺのаᚐ研究ȺɂǾ衣

生活シスʐʪのകॡを導оした中学生の衣生活の実態分

析（ూ̱᥆Ǿ新ༀᅇǾʹ賀ᅇの中学生を対象）
1）Ǿ家࣍

科着装学習における自ࢄ表ҋの在り方の検討（ࡀࢿᅇの

中学生及び高校生を対象）2）などがあるǿ一方ȺǾߋ山

ᅇの中学生のᚱఏᚐ動に関する実態調査ɂあɑりȨɟて

いないǿ

本研究ȺɂǾ۹感なఙȺある中学生にཱི点をछて現

代の中学生の生活満足度の傾向ɗ衣生活と独自性につい

てることを目的とするǿ学習者Ⱥある中学生の現実的

な実態をੰ૱することにɛȶてǾ中学校の家࣍科の教員

が実態に応ȫた適正な指導ᤈሌの考ಘɗ႕を実現ȨȮ

ることがȺきǾ学習者の中学生にとȶて意֞のある衣生

活の学習の充実につながるのȺɂないかと考えたǿ 

˹学ႆɁ᚛ႆ๊ˁᒲॴˁႆ๊ᠴ࣊ȾᩜȬɞ実ৰґ
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概要

本研究の目的ɂǾ۹感なఙȺある中学生にཱི点をछてǾ現代の႒ܤ中学生の「生活満足度¨7ᬱ目Ǿ۹回ኌ©」の

傾向ɗ「衣生活¨30ᬱ目Ǿ¶件ศ©」と「独自性¨22ᬱ目Ǿ¶件ศ©」の実態を検討したǿ中学2・3ࢳ生¶41名¨႒子358名Ǿ

子ܤ子283名©を分析対象としǾ性別の特ौを検討したǿ「衣生活」について႒子ɂ2因子「衣ఏのᤣ」「ൡ能性」Ǿܤ

ɂ3因子「衣ఏのᤣ」「衣ఏのਖ਼оɟ」「衣ఏ着ႊの感情」が得らɟたǿɑたǾ衣生活30ᬱ目中1¶ᬱ目¨ðᴹ0®001©Ǿ

5ᬱ目¨ðᴹ0®01©Ǿ5ᬱ目¨ðᴹ0®05©の2¶ᬱ目に意ࢃがみらɟたǿ一方Ǿ「独自性」についてɂ22ᬱ目中3ᬱ目¨ðᴹ0®001©Ǿ

1ᬱ目 ¨ðᴹ0®01©Ǿ3ᬱ目¨ðᴹ0®05©のみの7ᬱ目に意ࢃがみらɟたǿɑたǾ「独自性」との関連をみてみると自ࢄᑌް

Ⱥある生徒Ɏど「生活満足度」とが高くǾሥ的・自ࢄᑌްȺある生徒Ɏど「衣生活」の自にも正のᄾ関があるこ

とが明らかになȶたǿ
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Ⅱ．　研　究　方　法
2-1 調査時期と調査対象者
ܤ山ᅇのу中学生႒ߋ 335 名Ǿᇹ中学生႒ܤ 30¶

名の ¶41 名を対象に質ץጤ調査をᚐȶたǿ調査ఙɂ

2017 ࢳ 10 ఌȺあるǿу中学校 2 校Ǿ国中学校 1 校

を対象としているたɔǾ学校間の比較もᚐȶているǿ

2-2 研究の枠組み
現ᚐ「学習指導要ᬻ」のȊÂ衣᭥ͳの生活ȋȺɂ「（4）

衣ఏのᤣとਖ਼оɟ」の中から教科書「衣ఏをᤣぼう

（衣ఏのᤣ）」及び「衣ఏのਖ਼оɟとᛃ修」の小単元をǾ

検討対象としǾ教科書の記ᣖから「衣生活」に関するລ

ް尺度ᬱ目を作成したǿ

本研究ȺɂǾ家࣍科の教科書 3）ɗ 201¶ 度に実ஃしࢳ

た調査のፀ果 4）をもとに質ץᬱ目を独自Ⱥ作成してい

るǿ質ץ内߁のລް尺度ɂȊ生活の満足度 7ᬱ目Ǿᛓୣ

回ኌȋȊ衣生活の自（30 ᬱ目Ǿ¶件ศ）ȋǾȊ自分自ᡵの

性ಐɗ意識（独自性：22 ᬱ目Ǿ¶ 件ศ）ȋを研究のౕጸ

みとしたǿ「独自性」の尺度に関してɂаᚐ研究ṓ）¶）を

Վ考としたǿ

フɱースシートに関するᬱ目ɂȊᡵ長ȋǾȊひとఌのお

小ᤗいȋǾȊଆ࢛ᝈのིȋǾȊ成ȋǾȊ現在満足してい

ると感ȫるものȋȺあるǿ

Ȋ現在満足していると感ȫるものȋɂǾ「おᦂ」Ǿ「߁姿」Ǿ

「学校」Ǿ「Փ人関Ρ」Ǿ「成」Ǿ「Ҥఏ」Ǿ「体ټ」の 7 つ

のᬱ目をႊいǾ満足していると感ȫるものをᛓୣ回ኌし

てもらȶたǿ

2-3 分析方法
ʑータのᪿ・分析にɂǾյᬱ目を ¶件ศ「あてɂɑ

る（¶ 点）」Ǿ「ɗɗあてɂɑる（5 点）」Ǿ「ɢȭかにあて

ɂɑる（4点）」Ǿ「ɢȭかにあてɂɑらない（3点）」Ǿ「ɗ

ɗあてɂɑあらない（2点）」Ǿ「あてɂɑらない（1点）」

Ⱥްをɔたǿ

ፋᜓ析ɂ IÂÍ SÐSS Sôáôéóôéãó 23®0Ê をႊいてǾ単

ጠᪿɗクロスᪿǾ٫ࢲϏのࢃの検ް（ô 検ް）Ǿ因

子分析をᚐȶたǿ自ႏ記ᣖʑータのፋᜓ析にɂ IÂÍ 

SÐSS Ôåøô Áîáìùôéãó æïò Sõòöåùó 4®0®1 をႊいたǿᚱ

験者にɂϕ理基ໄに基づいてǾི記名に回ኌをしても

らȶたǿ

Ⅲ．　結　果　及び　考　察
3-1　調査対象者の基本属性
調査対象者の基本ࠖ性を表 1Ǿ表 2 にᇉすǿ調査対象

者ɂߋ山ᅇの中学生（႒子 358 名Ǿܤ子 283 名） ¶41

名Ⱥあるǿ学校ɂ特ްの学校にϡらないɛうᥓਁしたǿ

　 ©¥¨ 生Nࢳ2 3 ©¥¨生Nࢳ 合N¨¥©

Ô 中学校（国） 94¨2¶®3¥© 84¨23®5¥© 178¨49®8¥©

S 中学校（у） ¶9¨19®3¥© 5¶¨15®¶¥© 124¨34®7¥©

Ë 中学校（у） 3¶¨10®0¥© 19¨5®3¥© 55¨15®5¥©

合 199¨55®¶¥© 159¨44®4¥© 358¨100¥©

表 1　調査対象者の基本属性（男子中学生）

　 2 生ࢳ ¨N© 3 生ࢳ ¨N© 

Ô中学校（国） 59¨20®8¥© ¶9¨24®4¥© 128¨45®2¥©

S 中学校（у） ¶¶¨23®3¥© 52¨18®4¥© 118¨41®7¥©

Ë 中学校（у） 25¨8®9¥© 12¨4®2¥© 37¨13®1¥©

合 150¨53¥© 133¨47¥© 283¨100¥©

表 2　調査対象者の基本属性（女子中学生）

3-2　身長
中学生のᡵ長について調査したǿ٫ࢲᡵ長を表 3にᇉ

すǿᡵ長についてɂ自ࢄ႑֖のᡵ長をኌえてもらȶたǿ

ᡵ長がఊもͲかȶたのが႒子ɂ 140ãíǾܤ子ɂ 141ãí

ȺあȶたǿɑたǾఊも高かȶたのが႒子ɂ 198ãíǾܤ

子ɂ 173ãí Ⱥあȶたǿ႒子中学生のᡵ長の٫ࢲɂǾу

中学ɂ 1¶5®9ãí Ⱥ国中学ɂ 1¶¶®7ãí Ⱥあȶたǿܤ

子中学生のᡵ長の٫ࢲɂǾу中学ɂ 15¶®7ãí Ⱥ国

中学Ⱥɂ 15¶ãí Ⱥあȶたǿ͏上のことɛりǾу国間Ⱥ

ɂなかȶたǿࢃきな۾٫ᡵ長にࢲ

　 у N 国 N

႒子 1¶5®9 174 1¶¶®7 177

子ܤ 15¶®7 154 15¶®0 128

表 3　男女中学生の身長（単位㎝）

3-3　ひと月のお小遣い
中学生のひとఌのお小ᤗいのᭊを調査したǿఊͲᭊ

ɂ 100 яȺありǾఊ高ᭊɂ 30¬000 яȺあȶたǿ٫ࢲᭊ

を表 4 にᇉすǿ႒子中学生のひとఌのお小ᤗいの٫ࢲᭊ

ɂǾу中学が 2¬530 яǾ国中学が 2¬715 яȺあȶたǿ

٫ᭊɂǾу中学がࢲ子中学生のひとఌのお小ᤗいのܤ

1¬758 яǾ国中学が 3¬008 яȺあȶたǿ႒子ȺɂǾу

ᇹ間ȺあɑりࢃがらɟなかȶたがǾܤ子ɂǾу中学

ɛりも国中学のɎうがお小ᤗいの٫ࢲᭊがጙ 1¬200 я

も高いǿ 

　 у（я） N 国（я） N

႒子 2530 111 2715 14¶

子ܤ 1758 88 3008 109

表 4　中学生のひと月のお小遣い

3-4　携帯電話の有無
中学生のଆ࢛ᝈのིについてǾ持ȶているか持ȶ

ていないかを一回ኌしてもらȶたǿፀ果を表 5Ǿ表 ¶

にᇉすǿп体Ⱥみるとу中の 53®1ᴢǾ国中の 70®4ᴢ
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クラス 上ͱ 20¥ ͏内 上ͱ 21 ～ 50ᴢ͏内 上ͱ 51¥ ͏˩ 

႒子 43¨18®2¥© 51¨21®¶¥© 50¨21®2¥© 144¨¶1®0¥©

子ܤ 1¶¨¶®8¥© 29¨12®3¥© 47¨19®9¥© 92¨39®0¥©

 59¨25®0¥© 80¨33®9¥© 97¨41®1¥© 23¶¨100¥©

表 8　成績（国立中学）

クラス 上ͱ 20¥ ͏内 上ͱ 21 ～ 50¥ ͏内 上ͱ 51¥ ͏˩ N¨¥©

႒子 45¨13®7¥© ¶4¨19®8¥© 70¨21®¶¥© 179¨55®1¥©

子ܤ 30¨9®3¥© 74¨22®9¥© 41¨12®7¥© 145¨44®9¥©

 75¨23®0¥© 138135¨42®7¥© 111¨34®3¥© 324¨100¥©

表 7　成績（公立中学）

の生徒がଆ࢛を持ȶているǿ

3-5　成績
中学生の成を表 7Ǿ表 8 にᇉすǿ͏˩のፀ果とǾ衣

生活のᬱ目Ǿ独自性のᬱ目とのᄾ関を調査するǿ

性別の人ୣɂႱなるがǾ成ᬲͱɂ႒ܤᣅみのҾ合を分

析したǿ成に関してɂ13ᴢሌのඑૺϏが۹く発生したǿ

3-6　生活満足度（お金・容姿・学校生活・友人関係・成績・
制服・体型）
中学生が現在満足しているものについてǾᛓୣ回ኌし

てもらȶたፀ果をَ 1にᇉしたǿ中学生がఊも満足感を

感ȫているのɂǾу႒子Ǿ国႒子Ǿуܤ子Ⱥɂ「Փ

人関Ρ」ȺありǾу႒子が 52®8¥Ǿ国႒子が 51®4¥Ǿ

уܤ子が ¶0®4¥ Ⱥあȶたǿ一方Ǿఊも満足感がͲかȶ

たのɂǾу႒子Ǿ国႒子Ǿ国ܤ子Ⱥɂ「成」Ⱥ

ありǾу႒子が ¶®2¥Ǿ国႒子が 11®9¥Ǿ国ܤ子が

2®¶¥ Ⱥあȶたǿ

у国Ⱥ比較するとǾу中学ɛり国中学のɎうが「Ҥ

ఏ」に満足を感ȫておりǾу႒子が 23®9¥Ǿуܤ子

が 31®8¥ Ⱥあるのに対しǾ国႒子が 4¶®3¥Ǿ国ܤ子

が 49®2¥ Ⱥあȶたǿ

3-7　中学生における「衣生活」の自立について（男女
間の平均値の差の検定結果）　
႒ܤ中学生の衣生活のᬱ目の٫ࢲϏと ô 検ްのፀ果を

　  ི 

႒子 84¨47®2¥© 94¨52®8¥© 178¨100¥©

子ܤ 89¨¶0®1¥© 59¨39®9¥© 148¨100¥©

 173¨53®1¥© 153¨4¶®9¥© 32¶¨100¥©

表 5　携帯電話の有無（公立中学）

　  ི 

႒子 113¨¶5®3¥© ¶0¨34®7¥© 173¨100¥©

子ܤ 98¨77®2¥© 29¨22®8¥© 127¨100¥©

 211¨70®4¥© 89¨29®¶¥© 300¨100¥©

表 6　携帯電話の有無（国立中学）

ᅜ�

ᅜ

����

図 1　生活満足度（お金・容姿・学校生活・友人関係・成績・制服・体型）
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表 9にᇉすǿఊも٫ࢲϏが高かȶたᬱ目ɂǾ႒ܤともに

「05 自分の着る衣ఏのサイʄを知ȶている」Ⱥあȶたǿ

一方Ǿఊも٫ࢲϏがͲかȶたᬱ目ɂǾ႒ܤともに「25

いらなくなȶた衣ఏɂフリーʨーケットɗʗットȺۨ

る」Ⱥあȶたǿ

႒子のɎうがܤ子ɛりも٫ࢲϏが高くǾ0®1¥ 水ໄȺ

意なࢃがみらɟたᬱ目ɂǾ「19　動きɗすい衣ఏを着

るɎうだ」1ᬱ目ȺあȶたǿඒいȺ「17　衣ఏを着るときǾ

ኮ感をにしないɎうだ」Ǿ「18　保ຣ性ɗ通性のすޖ

ȣɟた衣ఏを着るɎうだ」2 ᬱ目ɂɂ 5¥ 水ໄȺ意な

がらɟたǿ͏上にɛり႒子中学生ɂǾ衣ఏに動きɗࢃ

すȨɗ保ຣ性Ǿ通性をɔることからǾൡ能性を要

視しているということがᇉדȨɟたǿȨらにǾܤ子に比

べてǾ衣ఏを着るときにޖኮ感をにしておらȭǾあɑ

りた目にこだɢȶていないということが考えらɟるǿ

一方Ǿܤ子のɎうが႒子ɛりも٫ࢲϏが高くǾ意ࢃ

の۾きいᬱ目ɂǾ「01　衣ఏを᠔оするǾۨり場のʨ

ʗキンをՎ考にするɎうだ」Ǿ「02　衣ఏを᠔оするǾ

᫆ᝒをՎ考にするɎうだ」Ǿ「03　衣ఏを᠔оするǾࣆ

員のアドʚイスをՎ考にするɎうだ」Ǿ「04　衣ఏを᠔о

するǾํᚐを視するɎうだ」Ǿ「05　自分の着る衣ఏ

のサイʄを知ȶている」Ǿ「07　ᇹఏȺՓᤎとおȰɠいの

衣ఏを着ると持ȴの共がȺきる」Ǿ「09　どのɛうな

フɫッションがํᚐしているか知ȶているɎうだ」Ǿ「10

　۹くのูఏࣆをてɑɢるɎうだ」Ǿ「11　ํᚐの衣ఏ

を着るɎうだ」Ǿ「12　フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓɎう

だ」Ǿ「13　ρ性のある衣ఏを着てǾ自分らしȨを表現し

たい」Ǿ「1¶　Ǿ場Ǿ場面に合ɢȮて自分が着るもの

を考えるɎうだ」Ǿ「24　ʦタンつけɗɎつɟᄽしなどǾ

衣ఏのᛃ修がȺきる」Ǿ「28　いらなくなȶた衣ఏɂǾȰ

　 ႒子（N½358） 子（N½283）ܤ

 30 質ץᬱ目「中学生における衣生活の自」 ٫Ϗࢲ SÄ ٫Ϗࢲ SÄ ô Ϗ ð

01　衣ఏを᠔оするǾۨり場のʨʗキンをՎ考にするɎうだǿ 2®13 1®53 3®24 1®75 8®42 ªªª

02　衣ఏを᠔оするǾ᫆ᝒをՎ考にするɎうだǿ 1®¶7 1®21 3®10 1®92 11®2¶ ªªª

03　衣ఏを᠔оするǾࣆ員のアドʚイスをՎ考にするɎうだǿ 2®34 1®¶8 2®85 1®71 3®71 ªªª

04　衣ఏを᠔оするǾํᚐを視するɎうだǿ 1®95 1®33 3®28 1®74 10®75 ªªª

05　自分の着る衣ఏのサイʄを知ȶているǿ 5®09 1®32 5®44 1®02 3®59 ªªª

0¶　Ҥఏɗ部活動のʰʕフɳーʪを着るとيፀ力が増すǿ 4®19 1®7¶ 4®33 1®¶2 0®29

07　ᇹఏȺՓᤎとおȰɠいの衣ఏを着ると持ȴの共がȺきるǿ 2®49 1®71 3®¶3 1®87 7®87 ªªª

08　好きな衣ఏを着るとǾȰの日ɂ自αがもてるǿ 3®20 1®80 4®24 1®¶¶ ¶®77 ª

09　どのɛうなフɫッションがํᚐしているか知ȶているɎうだǿ 1®95 1®43 3®53 1®78 12®1¶ ªªª

10　۹くのูఏࣆをてɑɢるɎうだǿ 2®17 1®57 3®92 1®87 12®¶3 ªªª

11　ํᚐの衣ఏを着るɎうだǿ 1®82 1®27 3®19 1®¶8 11®47 ªªª

12　フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓɎうだǿ 1®39 0®97 2®8¶ 1®93 12®18 ªªª

13　ρ性のある衣ఏを着てǾ自分らしȨを表現したいǿ 2®32 1®¶2 3®24 1®74 ¶®81 ªªª

14　ާい衣ఏを៳いたいǿ 3®90 1®70 4®05 1®5¶ 1®18

高くてもǾֿ質のᓦい衣ఏを៳いたいǿߵ۹　15 3®77 1®¶4 4®17 1®47 3®1¶ ª

1¶　Ǿ場Ǿ場面に合ɢȮて自分が着るものを考えるɎうだǿ 4®31 1®¶5 5®01 1®2¶ 5®82 ªªª

17　衣ఏを着るǾޖኮ感をにしないɎうだǿ 3®09 1®7¶ 2®75 1®¶1 2®45 ª

18　保ຣ性ɗ通性のすȣɟた衣ఏを着るɎうだǿ 4®43 1®51 4®1¶ 1®38 2®24 ª

19　動きɗすい衣ఏを着るɎうだǿ 4®90 1®33 4®4¶ 1®40 3®9¶ ªªª

20　ᤣፎ表ᇉをてǾ༬をするɎうだǿ 2®77 1®77 3®14 1®84 2®49 ª

21　自分の衣ఏを自分Ⱥ༬することがȺきるǿ 3®82 1®83 4®20 1®79 2®¶3 ªª

22　衣ఏɂǾ自分ȺたたɦだりǾʙンɶーにかけたりして保ከしているǿ 4®2¶ 1®74 4®¶4 1®¶2 2®7¶ ªª

23　自分が持ȶている衣ఏのሗ᭒ǾおɛȰのୣがɢかるǿ 3®57 1®88 3®7¶ 1®79 1®27

24　ʦタンつけɗɎつɟᄽしなどǾ衣ఏのᛃ修がȺきるǿ 2®99 1®81 3®94 1®80 ¶®39 ªªª

25　いらなくなȶた衣ఏɂǾフリーʨーケットɗʗットȺۨるǿ 1®¶2 1®17 1®99 1®51 2®97 ªª

2¶　いらなくなȶた衣ఏɂǾ衣ఏの生地Ⱥͷかを作るǿ 1®72 1®33 2®14 1®¶2 3®15 ªª

27　いらなくなȶた衣ఏɂુてるǿ 3®47 1®93 3®53 1®80 0®35

28　いらなくなȶた衣ఏɂǾȰのɑɑおいておくǿ 2®70 1®71 3®18 1®74 3®42 ªªª

29　̾ऻいらなくなȶた衣ఏɂǾフリーʨーケットɗʗットȺۨりたいǿ 2®¶8 1®87 3®15 1®90 3®10 ªª

30　̾ऻいらなくなȶた衣ఏɂǾ衣ఏの生地Ⱥͷかを作ȶてみたいǿ 2®38 1®74 3®0¶ 1®89 4®59 ªªª

   ªºð¼0®05¬ ªªºð¼0®01¬ ªªªºð¼0®001

表 9　「衣生活」の自立についての質問項目（平均値の差の検定結果：性別）
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のɑɑおいておく」Ǿ「30　̾ऻいらなくなȶた衣ఏɂǾ

衣ఏの生地Ⱥͷか作ȶてみたい」ȺありǾ0®1¥ 水ໄȺ

意なࢃがみらɟたǿ

すなɢȴǾܤ子ɂ႒子に比べ衣ఏを᠔оするǾʨʗ

キンɗ᫆ᝒǾࣆ員のアドʚイスといȶたɛうにറȁなも

のをՎ考にしているということがɢかるǿɑたǾ႒子ɛ

りもํᚐにୖ感ȺありǾフɫッション᫆ᝒを読ɦだりǾ

衣ఏを᠔оするにํᚐをりоɟたりしていることが

ɢかるǿȨらにǾ႒子ɛりも衣ఏのᛃ修がȺきたり衣ఏ

の生地Ⱥͷかを作ȶてみたいという持ȴがあȶたりす

ることからǾ႒子ɛりもᚹ᎓に自αがあるのȺɂないか

と考えらɟるǿ意ࢃのあȶたᬱ目にɂ٫ࢲϏに፤Ⱥ

ᇉした（表 9）

3-8　男子中学生の「衣生活」の自立に関する因子分析
結果
႒子中学生の衣生活を፱合的にるたɔ因子分析（ఊ

ศǾプロʨックス回ᢆ）をᚐȶたፀ果を表 10 にᇉすǿ

井効果とフロア効果のあるᬱ目ɂǾ尺度ᬱ目としてあۿ

ɑり適Ғとɂえないたɔҭしたǿ

ቼ 1 因子ɂǾ「11　ํᚐの衣ఏを着るɎうだ」Ǿ「12　

フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓɎうだ」Ǿ「09　どのɛうな

フɫッションがํᚐしているか知ȶているɎうだ」Ǿ「02

　衣ఏを᠔оするǾ᫆ᝒをՎ考にするɎうだ」Ǿ「10　

۹くのูఏࣆをてɑɢるɎうだ」Ǿ「13　ρ性のある衣

ఏを着てǾ自分らしȨを表現したい」Ǿ「01　衣ఏを᠔о

するǾۨり場のʨʗキンをՎ考にするɎうだ」Ǿ「08　

好きな衣ఏを着るとǾȰの日ɂ自αがもてる」Ǿ「03　衣

ఏを᠔оするǾࣆ員のアドʚイスをՎ考にするɎうだ」

の 9 ᬱ目Ⱥഫ成ȨɟておりǾȊ衣ఏのᤣȋを表す因子

とᜓ釈したǿ

ቼ 2 因子ɂǾ「18　保ຣ性ɗ通性のすȣɟた衣ఏを

着るɎうだ」「19　動きɗすい衣ఏを着るɎうだ」Ǿ「15

高くてもǾֿߵ۹　 質のᓦい衣ఏを៳いたい」Ǿ「1¶　Ǿ

場Ǿ場面に合ɢȮて自分が着るものを考えるɎうだ」

の 4 ᬱ目Ⱥഫ成ȨɟておりǾȊ衣ఏのൡ能性ȋを表す因

子とᜓ釈したǿጮሥ߆˫လɂ 47®¶5¥ Ⱥあȶたǿ

3-9　女子中学生の「衣生活」の自立に関する因子分析
結果
ඒにǾܤ子中学生の衣生活を፱合的にるたɔ因子分

析（ఊศǾプロʨックス回ᢆ）をᚐȶたፀ果を表 11

にᇉすǿቼ 1因子ɂ「11　ํᚐの衣ఏを着るɎうだ」Ǿ「09

　どのɛうなフɫッションがํᚐしているか知ȶている

Ɏうだ」Ǿ「04　衣ఏを᠔оするǾํᚐを視するɎう

だ」Ǿ「12 フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓɎうだ」Ǿ「10　

۹くのูఏࣆをてɑɢるɎうだ」Ǿ「08　好きな衣ఏを

着るとǾȰの日ɂ自αがもてる」の ¶ ᬱ目Ⱥഫ成Ȩɟて

おりǾȊ衣ఏのᤣȋを表す因子とᜓ釈したǿ

ቼ 2因子ɂǾ「22　自分の衣ఏɂǾ自分ȺたたɦだりǾ

ʙンɶーにかけたりして保ከしている」Ǿ「23　自分が

持ȶている衣ఏのሗ᭒ǾおɛȰのୣがɢかる」Ǿ「24　

ʦタンつけɗɎつɟᄽしなどǾ衣ఏのᛃ修がȺきる」Ǿ「1¶

　Ǿ場Ǿ場面に合ɢȮて自分が着るものを考えるɎ

うだ」の 4 ᬱ目Ⱥഫ成ȨɟておりǾȊ衣ఏのਖ਼оɟȋを

表す因子とᜓ釈したǿ

ቼ 3 因子ɂǾ「07　ᇹఏȺՓᤎとおȰɠいの衣ఏを着

るとǾȰの日ɂ自αがもてる」Ǿ「0¶　Ҥఏɗ部活動のʰ

因子២ᔸᦀ

中学生の衣生活についてǾ႒子のみ（13 ᬱ目） Ƌ ƌ

11 ํᚐの衣ఏを着る ®8¶¶ ®055

12 フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓ ®848 ®240

09 ํᚐしているフɫッションを知ȶている ®804 ®023

02 ᫆ᝒをՎ考にする ®782 ®1¶9

10 ۹くのูఏࣆをて回る ®748 ®050

13 ρ性のある衣ఏを着て自分らしȨを表現したい ®5¶5 ®17¶

01 ʨʗキンをՎ考にする ®553 ®0¶1

08 好きな衣ఏを着ると自αがもてる ®508 ®237

員のアドʚイスをՎ考にするࣆ 03 ®455 ®22¶

18 保ຣ性ɗ通性のすȣɟた衣ఏを着る ®081 ®¶99

19 動きɗすい衣ఏを着る ®199 ®¶08

1¶ Ô®Ð®Ï® に合ɢȮて衣ఏをᤣぶ ®224 ®529

15 ֿ質のᓦい衣ఏを៳いたい ®315 ®4¶2

ጮሥ߆˫လ（ᴢ） 3¶®351 47®¶47

Ƌ　衣ఏのᤣ 1®000 ®242

ƌ　ൡ能性 1®000

ఊศǾプロʨックス回ᢆ

表 10　中学生の「衣生活」の因子分析（男子N=358）
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中学生の「衣生活」について 因子២ᔸᦀ

子のみ（12ܤ ᬱ目） Ƌ ƌ ƍ

11 ํᚐの衣ఏを着る ®983 ®123 ®035

04 ํᚐを要視する ®88¶ ®1¶9 ®01¶

09 ํᚐしているフɫッションを知ȶている ®874 ®074 ®048

12 フɫッション᫆ᝒをɛく読ɓ ®720 ®029 ®02¶

10 ۹くのูఏࣆをて回る ®572 ®242 ®049

08 好きな衣ఏを着ると自αがもてる ®347 ®143 ®273

22 自分の衣ఏɂ自分Ⱥたたみʙンɶーにࢱす ®051 ®¶32 ®084

23 自分の持ȶている衣ఏをੰ૱している ®043 ®¶15 ®027

24 衣ఏのᛃ修がȺきる ®051 ®557 ®005

1¶ Ô®Ð®Ï® に合ɢȮて衣ఏをᤣぶ ®348 ®403 ®035

07 おȰɠいの衣ఏを着ると持ȴの共がȺきる ®040 ®114 ®983

0¶ Ҥఏɗʰʕフɳーʪを着るとيፀ力が増す ®022 ®1¶2 ®48¶

ጮሥ߆˫လ（ᴢ） 28®138 43®718 53®771

Ƌ　衣ఏのᤣ 1®000 ®3¶0 ®588

ƌ　衣ఏのਖ਼оɟ 1®000 ®220

ƍ　衣ఏ着ႊの感情 　 　 1®000

ఊศǾプロʨックス回ᢆ

表 11中学生の「衣生活」の因子分析（女子N=283）

　 ႒子（N½358） 子（N½283）ܤ

「中学生の独自性」22 ᬱ目 ٫Ϗࢲ SÄ ٫Ϗࢲ SÄ ô Ϗ ð

01　۰化ɋのඕがऐいɎうȺあるǿ 3®4¶ 1®74 3®95 1®51 3®¶¶ ªªª

02　好॑܋がऐいɎうȺあるǿ 4®48 1®50 4®74 2®22 1®70

03　աいものɛりɂ新しいものをΈいたいと९うǿ 4®¶3 1®53 4®¶9 1®38 0®45

04　自߰॑（プライド）が人一ςऐいと९うǿ 3®50 1®¶1 3®80 1®44 2®3¶ ª

05　自分のことを認ɔてもらいたいと९うǿ 4®18 1®¶0 4®32 1®51 1®13

0¶　ͅ人からのΙがになるɎうȺあるǿ 4®30 1®54 4®42 1®55 0®91

07　人にらɟているとかȶこうつけてしɑうɎうȺあるǿ 2®91 1®55 3®28 1®54 2®97 ªª

08　自分の߁姿をにするɎうȺあるǿ 3®41 1®¶5 4®19 1®58 5®8¶ ªªª

09　ऀȶᣅみ९ಘȺあるǿ 3®2¶ 1®¶7 3®57 1®71 2®28 ª

10　ᝤからもݲɢɟたくないǿ 4®07 1®75 3®99 1®¶9 0®58

11　ሥ的に意をᣖべるɎうȺあるǿ 3®32 1®73 3®2¶ 1®¶3 0®4¶

12　ɗるがとぼしいǿ 3®32 1®¶¶ 3®4¶ 1®54 1®08

13　人とɽミʯʕケーションをとることが好きȺあるǿ 4®27 1®¶2 4®29 1®5¶ 0®1¶

14　ȭかしがりɗȺあるǿ 3®71 2®02 3®7¶ 1®¶0 0®33

15　͖感ǾɀɃりऐȨがあるɎうだと९うǿ 3®84 1®¶2 4®15 2®73 1®7¶

1¶　ә感を感ȫているǿ 4®23 1®74 4®3¶ 1®57 0®97

17　知らない人のᪿɑりȺもすȣにՓᤎをつくɟるǿ 3®3¶ 1®80 3®44 1®70 0®54

18　自分の動に自αをもȶているǿ 3®52 1®¶4 3®10 1®43 3®29 ªªª

19　自分ɂΙϏある人間だと感ȫているǿ 3®32 1®¶9 3®15 1®50 1®30

20　఼߬にఖがもてないǿ 3®20 1®81 3®34 1®71 0®93

21　ᚐ動力があるɎうだと९うǿ 3®4¶ 1®¶3 3®77 1®51 2®39 ª

22　リーʊーシップがあるɎうだと९うǿ 2®95 1®¶5 3®12 1®57 1®28 　

ªºð¼0®05¬　ªªºð¼0®01¬　ªªªºð¼0®001

表 12「中学生の自分自身の意識・性格（独自性）」の平均値の差の検定（性別）
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ʕフɳーʪを着るとيፀ力が増す」の 2ᬱ目Ⱥഫ成Ȩɟ

ておりǾȊ衣ఏ着ႊの感情ȋを表す因子とᜓ釈したǿ

ጮሥ߆˫လɂ 53®77¥ Ⱥあȶたǿ

子ɂ「衣ఏのᤣ」「衣ఏのਖ਼оɟ」「衣ఏ着ႊのܤ

感情」の 3因子が得らɟたがǾ႒子ɂ「衣ఏのᤣ」「ൡ

能性」の 2因子がҋȨɟたǿこのɛうに衣生活ᚐ動に

ɂ性別ȺࢃႱがみらɟるǿ႒子ɂൡ能性をᣜしǾܤ子

ɂ美意識ɗ自ࢄ表現をにしているたɔǾ衣ఏのਖ਼оɟǾ

着装の分ɗ感情を意識していると考えらɟるǿ

3-10　中学生の「独自性（自分自身の意識・性格）」男
女間の平均値の差の検定結果
႒ܤ中学生の自分自ᡵの意識Ǿ性ಐの 22 ᬱ目の٫ࢲ

Ϗと ô 検ްのፀ果を表 12 にᇉすǿఊも٫ࢲϏが高かȶ

たᬱ目ɂǾ႒子ɂ「03　աいものɛり新しいものをΈい

たいと९う」ǾȺありǾܤ子ɂ「02　好॑܋がऐいɎう

Ⱥある」Ⱥあȶたǿ一方Ǿఊも٫ࢲϏがͲかȶたᬱ目ɂǾ

႒子ɂ「07　人にらɟているとかȶこうつけてしɑう

ɎうȺる」ȺありǾܤ子ɂ「18　自分の動に自αをもȶ

ている」Ⱥあȶたǿ

႒子のɎうがܤ子ɛりも٫ࢲϏが高くǾ意ࢃの۾き

いᬱ目ɂǾ「18　自分の動に自αをもȶている」ȺありǾ

0®1¥ 水ໄȺ意なࢃがらɟたǿこのことɛりǾܤ子

ɛりも႒子のɎうが自分の動に自αをもȶているとい

うことがɢかるǿ一方Ǿܤ子のɎうが႒子ɛりも٫ࢲϏ

が高くǾ意ࢃの۾きいᬱ目ɂǾ「01 ۰化ɋのඕがऐ

いɎうȺある」Ǿ「08　自分の߁姿をにするɎうȺある」

ȺありǾ0®1¥ 水ໄȺ意なࢃがらɟたǿɑたǾ「07　

人にらɟているとかȶこうつけてしɑうɎうȺある」

ɂ 1¥ 水ໄȺ意なࢃがらɟたǿこɟらのことɛりǾ

႒子ɛりもܤ子の方が۰化にඕがありǾɑた人の目を

にしているということがɢかるǿ

3-11　女子中学生の「独自性（自分自身の意識、性格）」
因子分析結果
ඒにǾܤ子中学生の自分自ᡵの意識Ǿ性ಐ（独自性）

を፱合的にるたɔ因子分析（ఊศǾプロʨックス回

ᢆ）をᚐȶたፀ果を表 13 にᇉすǿۿ井効果とフロア効

因子២ᔸᦀ

　中学生の独自性 20 ᬱ目（自分自ᡵの意識Ǿ性ಐ） Ƌ ƌ ƍ Ǝ Ə

21 ᚐ動力がある ®828 ®005 ®0¶¶ ®01¶ ®072

15 ͖感ǾዯりऐȨがある ®7¶4 ®045 ®297 ®198 ®050

22 リーʊーシップがある ®¶83 ®045 ®04¶ ®025 ®035

13 ɽミʯʕケーションをとるのが好きȺある ®450 ®098 ®100 ®094 ®057

02 好॑܋がऐいɎうだ ®401 ®315 ®190 ®03¶ ®071

17 すȣにՓᤎを作ɟる ®399 ®077 ®249 ®14¶ ®087

07 かȶこつけてしɑう ®142 ®80¶ ®020 ®0¶¶ ®079

0¶ ͅ人からのΙがになる ®073 ®780 ®173 ®092 ®094

05 認ɔてもらいたい ®077 ®751 ®032 ®105 ®009

08 自分の߁姿をにする ®042 ®¶59 ®038 ®141 ®0¶5

04 自߰॑がऐい ®12¶ ®513 ®0¶9 ®077 ®091

01 ۰化ɋのඕがऐい ®04¶ ®35¶ ®138 ®189 ®202

14 ȭかしがりࠎ ®020 ®017 ®822 ®080 ®091

09 ऀȶᣅみ९ಘȺある ®203 ®128 ®709 ®083 ®083

11 ሥ的に意をᣖべるɎうȺある ®341 ®194 ®432 ®024 ®014

ɢɟたくないݲ 10 ®207 ®239 ®383 ®245 ®121

12 ɗるがとぼしい ®148 ®022 ®082 ®¶8¶ ®074

20 ఼߬にఖがもてない ®128 ®12¶ ®127 ®553 ®179

19 自分ɂΙϏある人間だと९う ®0¶2 ®082 ®125 ®115 ®829

18 自分の動に自αがある ®403 ®1¶9 ®03¶ ®0¶7 ®485

ጮሥ߆˫လ（ᴢ） 22®253 38®158 43®791 47®080 50®253

Ƌ　ሥ性 1®000 ®2¶4 ®451 ®128 ®521

ƌ　ͅ人からのΙ 1®000 ®143 ®270 ®110

ƍ　的 1®000 ®014 ®292

Ǝ　˪ާ ®150

Ə　自ࢄᑌް 　 　 　 　 1®000

ఊศǾプロʨックス回ᢆ

表 13中学生の自分自身の意識、性格の因子分析（女子N=283）
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果のあるᬱ目ɂǾ尺度ᬱ目としてあɑり適Ғとɂえな

いたɔҭしたǿቼ 1 因子ɂǾ「21 ᚐ動力がある」Ǿ「15 

͖感ǾዯりऐȨがある」Ǿ「22 リーʊーシップがある」Ǿ

「13 ɽミʯʕケーションをとるのが好きȺある」Ǿ「02 

好॑܋がऐいɎうだ」Ǿ「17 すȣにՓᤎを作ɟる」の ¶

ᬱ目ȺありǾȊሥ性ȋを表す因子とᜓ釈したǿ

ቼ 2 因子ɂǾ「07 かȶこつけてしɑう」Ǿ「0¶ ͅ人か

らのΙがになる」Ǿ「05 認ɔてもらいたい」Ǿ「08 自

分の߁姿をにする」Ǿ「04 自߰॑がऐい」Ǿ「01 ۰化ɋ

のඕがऐい」の ¶ ᬱ目ȺありǾȊͅ人からのΙȋを

表す因子とᜓ釈したǿቼ3因子ɂǾ「14 ȭかしがりɗ」Ǿ

「09 ऀȶᣅみ९ಘȺある」Ǿ「11 ሥ的に意をᣖべる

ɎうȺある」Ǿ「10 ݲɢɟたくない」の 4ᬱ目ȺありǾȊ

性ȋを表す因子とᜓ釈したǿቼ 4 因子ɂǾ「12 ɗる

がとぼしい」Ǿ「20 ఼߬にఖがもてない」の 2 ᬱ目Ⱥ

ありǾȊ˪ާȋを表す因子とᜓ釈したǿቼ 5因子ɂǾ「19 

自分ɂΙϏある人間だと९う」Ǿ「18 自分の動に自α

がある」の 2 ᬱ目ȺありǾȊ自ࢄᑌްȋを表す因子とᜓ

釈したǿጮሥ߆˫လɂ 50®25¥ Ⱥあȶたǿ

3-12　女子中学生の「独自性（自分自身の意識、性格）」
と「衣生活」の自立の因子得点の相関分析
ඒにǾܤ子中学生の意識・性ಐと衣生活の関ɢりを調

査するたɔǾᄾ̠の関連を分析した（表 14）ǿ関連のऐ

Ȩを ªªªºð¼0®001Ǿªªºð¼0®01Ǿªºð¼0®05 Ⱥᇉしたǿ

ɑȭǾȊ独自性ȋの「Æ Ƌሥ性」因子と「Æ ƌͅ人

　　　因子

ᬱ目

「独自性 ¨ 自分自ᡵの意識・性ಐ ©」因子

Æ1 

ሥ性

Æ2 

ͅ人からのΙ

Æ3

性

Æ4

 ˪ާ

Æ5 

自ࢄᑌް

「
生
活
満
足
度
」
に
関
す
る
項
目

Ƌ おᦂ ®057 ®0¶¶ ®088 ®101 ®203ªª

ƌ ߁姿 ®1¶9ªª ®051 ®0¶2 ®109 ®1¶5ªª

ƍ 学校生活 ®177ªª ®032 ®095 ®124ª ®187ªª

Ǝ Փ人関Ρ ®148ª ®112 ®011 ®134ª ®193ªª

Ə 成 ®1¶7ªª ®028 ®149ª ®188ªª ®181ªª

Ɛ Ҥఏ ®0¶2 ®034 ®008 ®123ª ®125ª

Ƒ 体ټ ®073 ®0¶1 ®045 ®0¶7 ®148ª

表 15「生活満足度」と「独自性」の相関分析

「衣生活」の自

　

自分自ᡵの意識Ǿ性ಐ

「衣生活」の自に関する因子

Æ1 

衣ఏのᤣ

Æ2 

衣ఏのਖ਼оɟ

Æ3 

衣ఏ着ႊの感情

「
独
自
性
」
の
因
子

ÆƋ ሥ性 ®312ªª ®383ªª ®248ªª

Æ ƌ ͅ人からのΙ ®379ªª ®255ªª ®284ªª

Æ ƍ 性 ®010 ®085ª ®047

Æ Ǝ ˪ާ  ®104ª ®013 ®088ª

Æ Ə 自ࢄᑌް ®201ªª ®233ªª ®175ªª

表 14「衣生活」の自立と「独自性」における各因子の因子得点間の相関分析

からのΙ」因子及び「Æ Ə自ࢄᑌް」因子と正のᄾ関

があȶたのɂǾȊ衣生活ȋの「Æ1 衣ఏのᤣ」Ǿ「Æ2 衣

ఏのਖ਼оɟ」Ǿ「Æ3ఏ着ႊの感情」の 3 つの因子Ⱥあȶ

たǿሥ性Ⱥͅ人からのΙをにする中学生ɂ自し

た衣生活と関連が高いことがᇉדȨɟたǿɑたǾ「自ࢄ

ᑌް」的な性ಐの中学生ɂ衣生活においても自してい

ると考えらɟるǿ一方ǾȊ独自性（性ಐɗ意識）ȋにおい

て「Æ ƍ性」とȊ衣生活ȋ「Æ2 衣ఏのਖ਼оɟ」の因

子ɂ២のᄾ関がみらɟたǿこの意֞ɂሥ的な中学生が

自した衣生活と関連があることをᇉדするǿ

3-13　女子中学生の「生活満足度（現在、満足している
もの）」と「独自性（自分自身の意識、性格）」の相関
分析
生活満足度のᬱ目と独自性のյ因子の因子得点間の関

連をみるたɔǾᄾ関分析をᚐȶたፀ果を表 15 にᇉしたǿ

生活満足度のȊƌ߁姿ȋǾȊƍ学校生活ȋǾȊƏ成ȋと独

自性のȊÆ1ሥ性ȋ因子ǾȊƏ成ȋの満足度とȊÆ4˪ާȋ

の因子ǾȊƋおᦂȋǾȊƌ߁姿ȋǾȊƍ学校ȋǾȊƎՓ人関ΡȋǾ

ȊƏ成ȋの満足度とȊÆ5 自ࢄᑌްȋとの間Ⱥऐい高い

ᄾ関がらɟたǿ

学校生活ɗ߁姿に満足している生徒ɂሥ性があるこ

とがᜓ釈ȺきるǿɑたǾ成に満足している生徒ɂǾ˪

ާと២の関連がみらɟǾ఼߬に˪ާをいていないとい

うことがɢかるǿȨらにǾٍ֚との関Ρɗ学校生活Ǿ

た目Ǿᦂ面といȶたものに満足している生徒ɂ自ࢄᑌ
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ް感がऐいとᜓ釈Ⱥきるǿ自ࢄᑌް的な意識を持つこと

が生活の満足度を高ɔるとえるǿ

3-14　中学生における制服着用時の気分・感情の可視化
Ҥఏ着ႊの感情について自ႏ記ᣖȺの回ኌをɵʐɾ

リ化し単ጠᪿしたፀ果Ǿ上ͱ 1～ 3ͱɂ「がऀき፻

ɑる」が 223 回（34®8¥）Ǿ「動きにくい」が 50 回（7®8¥）Ǿ

「学校」が 41 回（¶®4¥）Ⱥあȶたǿɵʐɾリ間の関Ρ性

をᝊしくるとǾ「学校」と「持ȴ」Ǿ「学校」と「なる」Ǿ「ӣ

ऐ」と「になる」がպに回ኌȨɟておりǾҤఏを着

ることȺ学校にᚐくという持ȴのҒりఉえがȺきると

いうことがɢかる（َ 2）ǿ

図 2　制服着用時の感情 ( 男女中学生全体 )

Ⅳ．結　言
本研究Ⱥɂ۹感なఙȺある中学生にཱི点をछてǾ

2017 ࢳ 10 ఌǾߋ山ᅇの中学校႒ܤ ¶41 名を対象に質ץ

ጤ調査をᚐȶたǿ実態分析にɂǾߋ山ᅇの中学生႒ܤに

おける「家࣍科（ᚱఏ・衣生活）」教科にภȶた質ץ内

にഫ成Ȩɟたǿລް尺度ᬱ目ɂǾаᚐ研究（孫・村田߁

2018®3）のፀ果 4© をᄽしǾ基本ࠖ性ǾȊ生活の満足度（۹

回ኌǾ7 ᬱ目）ȋǾȊ衣生活（¶ 件ศǾ30 ᬱ目）ȋǾȊ独自

性（自分自ᡵの意識Ǿ性ಐǾ22 ᬱ目Ǿ¶ 件ศ）ȋの実態

を検討したǿ

¨1©「衣生活」の自についてɂ႒ܤ中学生の衣生活の

30 ᬱ目について ô 検ްをᚐȶたとこɠǾ႒子ɂܤ子ɛ

りも衣ఏにൡ能性をɔているということがɢかȶたǿ

一方Ǿܤ子ɂ႒子ɛりも衣ఏ᠔оにʨʗキンɗ᫆ᝒǾ

員のアドʚイスといȶたものをՎ考にしていたりǾࣆ

ํᚐにୖ感Ⱥあȶたりすることがɢかȶたǿௐ段から

フɫッション᫆ᝒを読みǾ衣ఏ᠔оにɂํᚐを意識し

ているということがɢかȶたǿɑたǾ衣生活」30 ᬱ目

中1¶ᬱ目 ¨ðᴹ 0®001©Ǿ5ᬱ目 ¨ðᴹ 0®01©Ǿ5ᬱ目 ¨ðᴹ 0®05©

の 2¶ ᬱ目に意ࢃがみらɟたǿ

¨2© 中学生の「衣生活」をɛり፱合的にるたɔǾ因子

分析をᚐȶたፀ果Ǿܤ子の衣生活ɂ「Ƌ衣ఏのᤣ」Ǿ「ƌ

衣ఏのоਖ਼」Ǿ「ƍ衣ఏ着ႊの感情」の 3因子が得らɟ

た（ጮሥ߆˫လ 53®77¥）ǿ

ɑたǾ႒子の衣生活を፱合的にるたɔ因子分析を

ᚐȶたፀ果Ǿ「Ƌ衣ఏのᤣ」Ǿ「ƌ衣ఏのൡ能性」の 2

因子が得らɟた（ጮሥ߆˫လ 47®¶5¥）ǿܤ子生徒の方が

႒子生徒ɛり衣生活の自においてጯ分化していること

がᇉדȨɟたǿ

¨3©「独自性」22 ᬱ目についてɂǾ႒ܤ中学生の特ौを

સえるたɔǾô検ްをᚐȶたとこɠǾ22 ᬱ目中 3 ᬱ目 ¨ð

ᴹ 0®001©Ǿ1 ᬱ目 ¨ð ᴹ 0®01©Ǿ3 ᬱ目 ¨ð ᴹ 0®05© のみの

7 ᬱ目に意ࢃがみらɟたǿ႒子ɂܤ子ɛりも自分の

動に自αをもȶていることがɢかȶたǿ一方Ǿܤ子ɂ႒

子ɛりも۰化にඕがありǾɑたǾ人の目をにしてい

るということがɢかȶたǿ

ඒにǾ႒ܤ中学生の「独自性」を፱合的にみるたɔ因

子分析をᚐȶたፀ果Ǿ「Ƌሥ性」Ǿ「ƌͅ人からのΙ」Ǿ

「ƍ性」の 3 因子が得らɟた（ጮሥ߆˫လ 48®3¶¥）ǿ

¨4©「衣生活」の自と「独自性」の関連をみてみるとǾ「ሥ

的・自ࢄᑌް」Ⱥある生徒Ɏど「衣生活」の自も正

のᄾ関があることがᇉדȨɟたǿ

「ሥ性」Ǿ「ͅ人からのΙ」Ǿ「自ࢄᑌް」の因子ɂ

ȰɟȱɟǾ「衣ఏのᤣ」Ǿ「衣ఏのਖ਼о」Ǿ「衣ఏ着ႊ

の感情」の因子に関連があȶたǿ「性」Ǿ「˪ާ」の

因子ɂǾ衣生活の因子とあɑり関連がらɟなかȶたǿ

こɟらのことɛりǾ自分自ᡵに˪ާをもȶていたり

的Ⱥあȶたりする中学生ɂǾ衣生活に対しても的Ⱥ

あるということがᇉדȨɟたǿ

（5© 性ಐが「自ࢄᑌް」Ⱥある生徒Ɏど「߁姿」「Փ人関Ρ」

「学校生活」の満足度が高い傾向があȶたǿɑたǾ͖

感がありǾリーʊーシップのある生徒ɂ「߁姿」「学校

生活」「成」「Փ人関Ρ」の生活満足とᄾ関が高い傾向

がみらɟたǿ

（¶© 「Ҥఏ着ႊの感情」について自ႏ記ᣖȺの回ኌを

ɵʐɾリ化し単ጠᪿしたፀ果Ǿ「学校」と「持ȴ」Ǿ「学

校」と「なる」Ǿ「ӣऐ」と「になる」がպに回ኌȨ

ɟておりǾҤఏを着ることȺ学校にᚐくという持ȴの

ҒりఉえがȺきるということがᇉדȨɟたǿ

ɑたǾ「Ҥఏ」に関する満足度についてɂǾу႒子

（23®9¥）Ǿуܤ子（31®8¥）に比べてǾ国႒子（4¶®3¥）Ǿ

国ܤ子（49®2¥）の方に満足度が高かȶたǿуܤ子

生徒ɂ「Փ人関Ρ」の満足度（¶0®45）が国ܤ子（4¶®9ᴢ）

に比べて ¨13®¶ᴢ © も高い傾向をᇉしているがǾ「Ҥఏ」

の満足度ɂ国ܤ子生徒に比べて（17®4ᴢ）もͲいǿ

特に႒子生徒のҤఏに関する満足度ɂǾ国႒子

（4¶®3ᴢ）に比べてу႒子（23®9ᴢ）とǾ22®4ᴢࢃႱが

みらɟたǿ着る衣ఏが॑を元にしてくɟることを考え

るとǾ改ױ要ጨを検討する॒要があるのȺɂないかǿ

本研究ȺɂǾߋ山ᅇにおける中学生の「衣生活」・「独

自性」・「生活満足度」に関する実態分析をᚐȶたǿ̾ऻ

の家࣍科教育（衣生活）教科の一Ӓとなることをఙशす

るǿ
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